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中期経営ビジョン
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日本バイリーンは、50周年を機に、

に挑戦します。

とは、優れた原材料技術、豊富な製造プロセス、多様な

加工法の複合化から生み出される高機能製品の総称です。

の開発により、顧客のニーズや製品づくりを機能で支えます。

日本バイリーンは、ビジネスモデル、品質やコスト、組織や業務の効率化の革新を継続

的に推し進め、ステークホルダーの信頼に応えます。

「経営理念」

私たちは全ての社員が健全で公正な企業活動を通じ 顧客の信頼に応え 人々の生活を
より豊かで快適なものとする製品づくりによって 企業価値の向上に努め広く社会に貢献します

中期経営ビジョンの基本的な考え方
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による展開

原料トップメーカーとの連携

不織布トップメーカーの地位

蓄積されたノウハウ

フロイデンベルグとの提携継続的な独自技術開発

複合化技術

高度な加工技術

多様な製造プロセス
と設備ラインアップ

中綿

優れた原材料開発技術

産業資材事業

新規技術

新規事業

ナノファイバー製品

自動車資材事業

リキッドフィルタ

エアフィルタ

衣料用芯地

クリーニングロール

電池用セパレータ

貼付薬用基材

マスク

自動車用天井材

自動車用内装材

自動車用フィルタ

自動車用フロアマット
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の拡がり

キャパシタ用セパレータ

バイオリアクタ

燃料電池用部材

細胞培養担体

リチウムイオン電池用セパレータ

色素増感型太陽電池部材

超放熱材料

抗ウイルスフィルタ

全身製剤用支持体

環境浄化フィルタ

ナノ構造吸音材
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５年後のターゲット ＜売上高＞

2015年3月期には 連結売上高700億円 を目指します。

700

600
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400

（単位：億円）

2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2015/3

*上記売上高は2009年時点の会計基準をベースに算定。

* 「新規事業+130億円」「既存事業+110億円」は2010年3月期比較。

新規事業 +130億円

既存事業 +110億円
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9%以上
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3.2%2.5%

7.1%

11%以上

4.7%
3.8%3.5%

7.7%
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3,900

1,500
1,265

672

2,434

6,500

4,379

1,905
1,972

2,400

70,000

59,020

50,239
45,837

48,000

５年後のターゲット ＜その他キー・メジャー＞

（単位：百万円）

2008/3 2011/3 2015/3

売上高 経常利益 （単位：百万円）

2008/3 2011/3 2015/3

（単位：百万円）
当期利益

2008/3 2011/3 2015/3

売上高経常利益率(ROS)

2008/3 2011/3 2015/3

総資本経常利益率(ROA)

2008/3 2011/3 2015/3

投下資本利益率（ROIC)

2008/3 2011/3 2015/3

*ROIC (Return on Invested Capital) = (営業利益+持分利益）ｘ（1-税率40%））/（有利子負債+株主資本）
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8つの基本戦略

新規事業の推進新規事業の推進 海外事業展開海外事業展開

開発アイテムの早期事業化開発アイテムの早期事業化 既存事業の方向付け既存事業の方向付け

生産拠点の最適化生産拠点の最適化 業務改善と経営の効率化業務改善と経営の効率化

求められる人材の養成求められる人材の養成 CSR・環境経営CSR・環境経営

*CSR: Corporate Social Responsibility (企業の社会的責任）
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新規事業の推進

環境保護に貢献する、次世

代電池材料、スマートグリッド

関連製品やリサイクﾙファイバ

などの新規事業

健康で人にやさしい生活に

貢献する、貼付薬用基材

やマスクなど、メディカル分

野を中心にした新規事業

エコロジヘルスケア

により、新製品開発や新たなマーケット・地域に進出すべく、
「ヘルスケア、エコロジ、コンフォート」をターゲット市場として、2015/3期には新規事業トータルで、
130億円の売上高を目指します。

快適生活空間作りに貢献する脱臭フィルタ

や自動車用内装材など、人々の暮らしを

豊かにする新規事業

コンフォート
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海外事業展開

北米やアジアの重点地域において、当社グループのグローバル・ネットワークを有効活用し、
海外売上高、海外営業利益と持分利益の増大を図ります。

アジア
電池用セパレータ、自動車用フロアマット・天井・

内装材、貼付薬用基材、衣料用芯地、エアフィルタ 他

北 米
自動車用フロアマット・天井・内装材および関連

事業、貼付薬用基材 他
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開発アイテムの早期事業化

複合化技術をベースに、 MOTの手法を用いて、開発の仕組みを

改革し、新規開発アイテムの早期事業化を図ります。

原材料 製造プロセス 加工

開発アイテムの早期事業化

新たなコア技術の創出

複合化技術の強化・拡大

開発の仕組みを改革

外部機関・ネットワーク活用

複合化技術

MOTMOT

*MOT（マネージメント・オブ・テクノロジー）：技術を核にした事業展開を言い、顧客や事業に貢献する技術開発を

促進すること。
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既存事業の方向付け

既存事業の方向性を明確にし、事業の選択と集中、効率化や最適化、ビジネスモデルの見直し
を積極的に推進します。

事業の選択と集中

効率化や最適化を推進 ビジネスモデルの見直し

衣料用芯地

マスク（B to C）

エアフィルタ

マスク（加工）

自動車用フロアマット
（国内）

自動車用キャビンエアフィルタ

エアフィルタ

電池用セパレータ

貼付薬用基材

液体フィルタ

自動車用フロアマット
（北米、中国）
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生産拠点の最適化

顧客の要求に応えるために、グローバルな生産拠点を活用し、最適地生産を行います。

事業方針に基づき、国内生産拠点（東京工場、滋賀工場）の特徴を生かしたコンセプトを設定し、
効率的で生産性の高いものづくりを目指します。

•環境負荷の少ない製造設備

•加工事業を強化し、付加価値創出

•事業インフラの有効活用

•高機能、高付加価値製品工場

•最新鋭設備工場（省力化、高効率化）

•パイロット工場機能強化

滋賀工場エリア 東京工場

国内生産拠点

グローバル生産拠点

生産機能などの
方向性を明確化

韓国

その他地域

日本

北米

中国

*滋賀工場エリアには当社関係会社を含む。
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業務改善と経営の効率化

業務イノベーションを常に行い、SCM強化やコスト構造の見直しなどにより、資本効率や

コスト効率を上げ、キャッシュフローの増加を目指します。

資本の効率的運用を図り

コスト効率の最適化を進め

営業キャッシュフローを増やす営業キャッシュフローを増やす

業務イノベーション

ERPやITの有効活用

関連業務の組織、機能の統廃合

SCM強化

物流システム合理化

SCMのグループ連携強化

コスト構造見直し

原料費など変動費の削減

固定費の削減等によるコスト構造
改善

* ERP：統合型情報システムパッケージ、SCM： サプライ・チェーン・マネージメント
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求められる人材の養成

人材の育成と確保はグローバルな経営ビジョン達成のための重要な要素であり、求められる
人材像を明らかにし、その人材養成のための人事戦略を推進します。

人事制度ファインチューニング

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ
ム

戦
略
的
採
用

求められる人材養成のための人事戦略 海外人事戦略

求められる
人材

現地人事制度
の整備

現地責任者
の養成

海外戦略立案者
の養成

現地での人材
採用や教育
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CSR・環境経営

コンプライアンスを重視し、「健全で公正な企業活動」を行うため、規範となる制度・規程や
コーポレート・ガバナンス体制を継続的に整備・強化します。

環境基本理念に基づき、環境負荷の少ないオペレーションと環境に配慮した高品質な製品を
提供し続けます。

制度・規程

CSR憲章、行動規範

コーポレート・ガバナンス体制

監査役会、CSR委員会、内部監

査部門、外部監査、人事委員会

環境マネージメント

環境基本理念、環境方針、環境
報告書
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本資料内の情報のうち、過去の事実以外のものには、当社グループの方針、期待および戦略などによる

将来の予測や見通しであり、不確実性や変動可能性などを含んでおります。

本資料において当社の将来の業績を保証するものではありません。


